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茨城県行方郡牛堀町旧須田家文書の研究
物成を主とする年貢関係文書12点，城米輸送と舟関
係文書8点，引越・縁組・質物下女請状関係7点な
どが多く，目録番号の2では，達と達類請書8点，
夫食・種米拝借証文6点，城米輸送関係文書5点な
どが多い。目録番号3以降の出入（争論）関係文書
21点中11点は文政10～13年の利根川対岸境島村との
漁猟争論関係文書である。この争論については冊文
書のなかにその一件留（冊之部村況の2）もある。
今後は寛文2年及び文政10年の漁猟争論や寛保4年
中洲の境論を中心にしつつ，須田本家文書の出入（争
論）関係文書の検討を加えることとしたい。以上，
須田本家文書目録の状之部［出入］文書の検討結果
と今後の課題を記した。
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　本年度は須田本家文書のうちの出入（争論）関係
文書の検討に主眼をおいた。須田本家文書目録（『明
治大学人文科学研究所紀要』第35冊の拙稿に収める）
の状之部［出入］をみると，その総点数は23点となっ
ている。うち目録番号の1と2は巻物に整理されて
いる文書であり，1には56点の状文書，2には39点
の状文書が整理されている。それら文書の年代は1
が慶安から延享，2が慶安から天明となっている（年
欠もある）。これ以外の文書21点の年代は明和から弘
化となっているので（1点は年欠），目録番号1と2
に出入（争論）関係文書が多く含まれていれば，他
の文書からも補いっっ，牛堀・永山両村の近世を通
じた争論の概要が把握しうる筈である。目録番号の
1と2の巻物に整理された状文書のなかには，寛文
2年利根川対岸諸村との漁猟争論関係文書（4点），
寛保4年利根川対岸三島村との中洲の境論文書（6
点）等が見いだせる。前者のなかには評定所裁許状
写があり，その争論が大がかりな争論であったこと
が知られるが，しかし，乍恐・・の表題で始まる訴
状とおぼしき文書があっても内容は訴状類ではない
ものも多く，目録番号の1と2の巻物全体としては
出入（争論）関係文書は予想していたより少なかっ
た。目録番号の1に整理されたものの内容を見ると，
達など請書類12点，蒲野銭・鳥運上・網代役ほか小
